






















































開発と評価” １）の 1 論文だけであった。
研究ノー ト
映像表現についての一考察
A Study of the Video Expression
鱧谷	納、米山	龍介
Osamu Hamotani, Ryusuke Yoneyama
和歌山大学観光学部
キ ワーー ド：映像表現、プロデュー ス、音楽
Key Words： Visual Expression, Produce, Music
Abstract：
Video equipment has now made it possible to produce high quality video easily.



























































































































№（1）フレームの BGM 欄の下の FI は音声を徐 に々大きくす
ることを意味し、FO は音声を徐々に小さくすることで矢印で表
す。音声が絵コンテフレームを越える場合は、その枠まで線を
記入するかまたは枠内に記入する。その下の枠はコメント枠で
その他の指示等があれば記入する。
　今回は、「エクセル」を使用し、絵コンテを作成し、「うた
かた花火」という歌を選曲し映像制作を行ったが、電子メー
ルの添付ファイルを用い展開や進行状態を素早く関係者に伝
えることが可能であり、制作過程の共通認識に大変効果が
あったと考えている。
Ⅳ ．作成した絵コンテと制作実例
１．映像制作にあたって
　映像制作の前にテレビの15 秒のコマーシャルの映像変化を
画面を見ながら回数を確認すると21 例の平均で８回以上映
像が変化したことが数えられ、改めて多くの画像が必要となっ
ていることがわかった。次に①短時間で制作が可能な伴奏付
のカラオケ曲を選択、②ゼミ生による歌、③音声収録、④映
像集め、⑤編集制作の方法等が検討され、研究室のある学
生が大変好んで歌う曲ということと感性によくあった曲であると
いう点からプロモーションビデオ「うたかた花火」に決定した。
この楽曲「うたかた花火」の制作は「Super cell」４）という
集団によるものである。現在では、作詞・作曲・映像制作を
個人で行う状況が数多く出てきており、音楽・映像を取り巻く
環境は IT の普及とともに大きく変化している。即ち、音楽が
音楽の専門家以外でも制作可能な時代となったのである。
　そしてゼミでこの映像を鑑賞・検討後、この楽曲のシ ンー割
りでは前述のコマーシャル映像のような多くの画像の変化は、
この楽曲に相応しくないとの意見があり、文節の区切りでシー
ンを考えることにし、表１のように絵コンテの配分を考えシ ンー
割りをした後、プロモーションビデオ（PV）制作に入った。し
かし、学生からの提出は説明不足と初めての絵コンテ制作と
いうこともあり完成したものは無く、部分的に作成した絵コンテ
も少なかったため、この時点で各学生それぞれによる30シー
ン近い絵コンテ作成は大変困難であるという認識のもと全員で
一連の絵コンテを制作していく方法に変更した。
表１　うたかた花火シ ンー・時間一覧
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　その後、この楽曲をよく歌い込んだ学生が観光学部棟のス
タジオにおいて伴奏カラオケを聞きつつ映像と音声の収録を行
い、歌詞をよく反映させた映像のリサーチに入ったが、適切と
考えられる映像が充分に揃わなかった。そのためスタジオ収
録時のオリジナルな映像がリアリティー に富んでいるという理由
でそれを使用することにした。
　また、追加の映像資料としてゼミ生が実際にフィー ルドワー
クとして撮影した花火大会の動画や写真デ ターを加えた。そ
の際、作品のイメージづくりのためにマイクロソフト社の「パ
ワーポイント」に絵コンテのデータを入れ視聴すると作品の
流れが大変よく理解できた。画像編集は CyberLink 社の
「PowerDirector13ULTRA」という映像制作ソフトを使用し制
作を行ったが、このソフトは制作上で必要となる映像の加工や
音声の補正、部分修正・画像の入れ替えなど可能で大いに
役立った。
　最終的な編集において収録された音声の一部に録音時の
雑音が入っていることやカラオケの音量との差が大きく生じた
が、前述の映像音声編集ソフトを使用することで雑音は除去
された。また、ゼミ生が撮影した夏祭りの「花火」は、撮影
時の状況から水平に構えた画像と垂直に構えた画像が混在
し、これらの映像は使用不可能と思われたが編集ソフト上で
映像の回転が可能であることが分かり、花火シ ンーの最後の
大変迫力ある映像作品として充実した DVDを作成することが
できた。
　図３に示す絵コンテは、映像と音声収録時点での「うたか
た花火」の絵コンテの最初のシ ンー№（1）から№（４）まで
を示したものである。また、図中の写真は、ゼミ生が撮影した
オリジナルのものを加工し挿入した。
図３　うたかた花火絵コンテ
Ⅴ ．まとめ　
　3 段階での絵コンテを検討し映像作品を制作したが、既に
撮影済みのビデオ映像も使用することで絵コンテのピクチャー
枠には撮影したビデオ映像とデジタルカメラで撮った写真映像
が添付されることになった。このことにより映像作品の制作の
「方針」が決定され、この絵コンテをもとに研究室内の様々
な意見や要望が映像展開に反映された。たった一人で制作
するのではなく全員が共通のステップを体験したことが今回の
映像制作における重要なポイントになると考えられる。また、映
像全体の流れを見るために作成した絵コンテの情報をマイクロ
ソフト社の「パワーポイント」でファイル作成したことで円滑に
情報の転送が出来た。具体的には、オリジナルの映像デ ター
を如何に収集するかという点に加え、編集作業のスムーズな
進行を様々な視点から実践できたことが貴重な体験だと考え
る。ただ、当初検討していた映像の Web などへの発表を現
時点において実行できなかったことが今後の検討課題である。
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